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の
.農
民
に
資
本
の
缺
乏
し
つ

V

ぁ
る
は
殆
ん
ど

#

界
■共
通
の

_

*
«

i
«

云
ふ
を
得
可
し
、

S

れ 

^

農
家
の
負
債
は
此

.
間._
に
累
積

'せ.
次
る
を
得
次

'
る
：な

6
、而
し
て
；
.
農
民
唯

1
の
資
本
允
る
耕
地 

其
物
は
牴
當
の
目
的
物
と
し
て
最
各
好
適
な
る
が

#

に

之

を

抵

當

に

.
_
し

て

資

金

を

求

{/
る 

其
結
果
は
益
々
土
她
の
顰
併
を
盛
な
ら
し
む
る
傾
向
ぁ
る
や
爭
ふ
可
ら
史
、斯
の
如
く
に
し
て 

ァブセンチ

 

'
ズ
ム
は
生

^
、>>
農
保
鹱
の
必
要
は
今

1 :
ら
に
議
者
の
注
意
を
促
す
に
至
る
可
し
、
 

5

れ
«

農
民

U
.

對
し
資
金
供
紛
の
途
だ
に
遺
慽
な
き
を
得
ば
之
れ

//
爲
め

1C
農
事
の
敗
良

tt 

實
行
せ
ら
れ
之
を
內
に
し
て
は
頷
約
的
方
法
に
依

6

て
旣
墾

M

;0
收
穰
を
增
加
せ
し
め
之
を 

外
.
に
し
<

は
新
杧
に
開
拓
に
從
事
し
若
し
く
は
疎
水
灌
溉
等
に
依

6

て
同
じ
.く
農
產
物
の
產 

額
を

©

加
ず
る
に
難

^

ら
岁
と
云
ふ
可
し
、而
し
て
襄
民
が
在
と

し
-
y

斯
の
如
き
方
面

U

發
展 

し
來
る
に
於

V

は
他
の
階
級
に
對
し
何
等
の
迷

®

を
及
ず

r
v
と
な
く
し
て
自
家
の
利
益
を
增 

進
す
る
を

#

可
き
な
久
同
婶
に
斯
く
の
如
く
な
ら

-
ん
に
は
保
護
的
關
税
は
必
步
し
名
農
業
’に
 

必
要
映
く
可
ら
す

i
»

す
る
を
得

^

る
>3
:
6

。

(

續
く

)

中

世

に

あ
6

て
、資
金
の
需
要
を
促
せ
し
源
因
と
し

V

は
、其
の

K

、自
於
ら
.積
極
的
鴻
極
的
の
こ 

面
あ
6

、卽
ち
前
者
に
あ

6

て
、著
し
き
源
因
杧
る
名
の
四
つ
、第

一
.

は
都
市
の
增
加
、發
達
に
し
て
、

彼

の

商

業

の

隆

盛

、手
..工

業

の

特

殊

化

、及

之

れ

に

關

連

し
<

新
愁
望
の

.發
展
は
、自
か
ら
一
面
に

*
. 

- 
. 

* 

,

於

V

資
金
の
需
喪
を
蓝
起
せ
し
名
の

に

し
て
^

に「
1

一ユル
y

ベ
ル
ダ

」

の
如
き
#
質
の
瘠
土
上
に 

築
か
れ
し
都
朮
に
あ

A

.

て
は
、此
要
求
は
最
？
切
實
な

6

し
？
の
な

6

と
す

(

一)

第
二
は
宗
敎
的 

方
.
面
の
喪
求
に
し
て
、當
時
、歐
；洲
諸
國
に
於
て
建
立
せ
ら
れ
し
莊
麗
な
へ
る
寺
院
に
は
互
額
の
造 

營
費
•を

0

し
、爲
め
に
町
人
の
手
を
煩
せ
し
名
の
少

/7
>

ら
ず
、其

1

例

.を
擧
ぐ
作
咚
キ
ョ
ル
ど
市
寺 

院
0

建
立
費
が

「

ボ
ロ
 

ニ
ャ」

(

以
太
利

|1
&

人
に
ょ

6

て
融
通

‘
せ
ら
れ
し
好
如
し

(

二 I)

叉
お
各
地
方
に

於
讨
る
僧
侶
の
中
に
咚
髙
位
高
官

に

登
ら
ん
.

が
爲
め
、羅
馬
の
大
本
山
に

‘

萆
額
の
實
を

.

な
す
結
.
.

' 

:

. 

. 

、
 

■

:

:

 

/

果
、資
金
の

®

製
を
必
獎

i

せ
し
？
の
多
し
、第
三
は
政
治
上
の
君
主
、殊
に
諸
候
於
戰
赌
用
の
费 

1

^

思
族
の
命.
業
化 

屋



五四
o 

段探の企

！
^
 

, 

0

用
に
向
て
、之
れ
を
要
求
せ
し
こ
と
に
し

<
减
に
十
字
軍
雕
代
に
於

<
彼
等
&
耍
す
る
遠
征
の 

費
用
は
觅
に
此
要
求
を
大
な

ら

し

ぬ
文

^
彼
等

^
東
洋

0
奢
倏
的

'風
.習

^

染
じ
結
果
、自
己
の 

外
的
生
活
を
向
上
せ
し
め
ん

A
す
る
傾
向
の
爲
め
、資
金
の

' 需
要

.を
多
く
甘

「

し
こ
と
あ

-

0
、

第
四 

は
地
主
階
級
に
し
て
彼
等

y

 

i 

6<
务
都
市
の
富
豪
と
競
爭
す
る
結
果
宜
額
の
資
金
を
必
要 

す
る
機
會
屢
々
發
生
せ

6
、页
に
轉
匕
て
、消
極
的
方

®

を見
.：

る
に
、其
間
、著
し
き
源
因
ニ
つ
あ 

前
者

®

長
塒
期
に
瓦
れ
る
职
役
の
結
果
と
し

V
、

所
.傾
經
濟
叉

tc
は
農
兵
經
濟
.於
著
し
く
疲
弊

ず
る
に
至

6

し
こ

i
、換
言
す
れ
ば
、農
民
階
級
に
双
て
資
金
の
缺
乏
を
感
岁
る
に
至

6

し
己
 

>し、

:

' 

.

. 

,
 

.

後
者
は
中
世
に
於
け
る
基
督
敎
の
信
條
舣
當
滕
に
於
け
る
資
金
の

.流
通

ip
.一 

種
の
制
限
を
與 

へ，し
こ
と
な

6

と
す
、蓋
、基
督
敎
對
俗
界
の
關
係
を
戽
る
に
、此
敎
は
犟
に
：各
人
の

' 心
靈
上
に
千 

渉
す
ふ

t
と
を
以

y

足
6

と
せ

.ず
し
て
、灭
、社
會
上
の
問
題

.

.に
#

し
て

气

一
種
の
見
解
を
有
せ 

6
、卽
ち
强
者
の
階
級

.

U

對
し
て
弱
者
を
保
議
せ
し

t

と
に
し
て
、彼
の
，中
世
の
寺
院
法
、

&

吾
人 

の
營
利
行
者
に
對
し

V
、

冷
淡
な
る
態
度
を
取

6

し

^
如
き
、或
は
吾
人
の
商
行
爲
を
區
別
し
て 

Mercatura Licita

とIVIercatura illicita

と
な
し
、利
子
其
者
を
以
て
營
利
行
爲
の
目
的
と
す
る

^p

の 

を
後
者
に
編
入
せ

レ

、、
炉
如
き
、或

tt
貨
幣
を
以

<
何
等
利
を
生
せ
^
る
名
の

i
,見
做
せ
し
が
如

き
£

間
の
滑
息
を
語
れ
み
名
の

-

な
6

と
す
、叉

*

#

#

u

於
け
.

る
實
際
政

«:
±
_

'

に
；見
.
“

、僧
倍
：

: 

. 

- 

* 

-

に
し
て
金
貸
業
を
な
せ
し

g

の
は
或
は
其
職
を
剝
ぎ
、或
は
其
所
領
を
沒
收
し
、叉
允
在
家
の

徒
：. 

に
し
て
、屢
々
禁
を
犯
せ
し
名
の
は
破
門
の
刑
に
處
し
、魏
に
、十

一

及
十
ニ
兩
世
紀
に
ぁ

6

て
は
、
 

生
前
は
姦
通
罪

i

同

一

視
せ
ら
れ
、死
後
は
祖
先
の
墓
地
に
葬
ら
る
、
を
禁
せ
ら
れ
し
如
き
、直

接
、間
接
、寶
金
の
流
通
上
に
多
大
の
制
限
を
與
へ
し
こ
と
は
明
白
な
る
事
實
な
ろ

1
Cす
^
ほ
此
»

方
面
の
詳
細
な
る
硏
究
に
就
き
て
は
、余
味
フ
グ

」

の
姘
究
に
遞
ら
ん
と
欲
す
。

(
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I
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r
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r
o
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l
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g
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O
T
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T
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■

穴 

—

以
上
、述
ベ

*

る
如
く

'

資
金
P

流
通
於
一
方
に
於
い
て
制
限
せ

.
ら
れ
し
だ
け
、

ft

方
に
於
て
之
れ 

が
翦
浓
を
熾
ん
な
ら
し
め
じ

t

£

は
、理

0

當
然
'u

t
y

、

之
れ
.

於
^

務
を
遂
行
せ

.

a

 

S

に
就
“ 

茧
枠
1 

思族
0

龜
牝
 

0



き

y

 

.は
、史
家

「

ラ
V

•プ
レ
ヒ
ト

」

の
言
：に

「

獨
逸
に
於
け
る
金
貸
業

.
は
十
，ニ
世
紀
造
は
僧
侶
に
よ

6

て
、
 

十
三
世
紀
は
町
人
及
貴
族
、十
四

®

紀
は
猶
太
人
に
上

6

<

營
ま
れ
し
名
の
な

6

と
す
1

、勿
論
、
 

以
上
の

'
如
_

き
塬
代
上
の
：區

分

は

、實.
際
の
事
實
と
符
合
せ

S'
'

る
點
.

多
く
、傲
ほ
；獨

逸

に

資

本

を

供 

給
せ
し
名
の
は
、以
上
の
外
、十
三
、十
四

♦

爾
1i
f

c

紀

U

於

V
「

ロ
ム
バ
ル
デ
ど
及

「

•カ
ゥ
ゥ
尤
ル
チ
コ

J

Q

 

如
き
存
在
せ
る
名
、然
が

1

ラ

ン
/

レ

ヒ

ト
/

が
擧
げ
祀
る
如
き
四
種
の
：資

<

^

給
者
の
存
せ
し

C 

と
矯
明
か
穿

6

と
す
、今
、左
に
少
し
く
歷
史
上
の
事
實
に
就
き
て
立
證
せ
ん
に
、先
づ
第

一

の
宗 

敎
家
階
級

&

金
貸
業

.

に
從
事
せ
し
こ
と
は
、必
申
し

g

中
世
に
於
け
る
獨
特
の
事
實

u

あ
ら
梦 

し

V

古
代
に
あ

6

.

て
は

「

バ
ビ

尸

、ご
の
、
マ
ル
デ
ュ
ク

」

の

如

き

三)

我
邦
に
て
は
芝
の
增
上
寺

(

德
川
滕 

代)

.の
如
き

*)

ム
、ホ
世
に
あ
ぅ
て
名
修
道
院
に
は
財
務
を
司
ど
る
官
職
あ

i

p

し
<
之
れ
が
主 

要
な
る
任
歡
は
偾

#

事
.
項
に
し

y
、

殊
に
修
填
院
に
と

6

て
、此
方
面
の
利

^

多
か
6

し
は
十
字 

軍
の
«:
f«

な
6

と
す
、勿
論
、宗

敎̂

の

方
W

に
て
は
之
れ
を
非
難

‘

せ
し
？
の
多

&

 

6

し
灵
例
者 

「

ツォ
.ル
ム
ス

」

の
僧
正

(

八
ニ
六

)

J

丨>

 

ル」

の
僭
英
八

.

三
六
、死

)「

コ
ン
ス

'

タ

\

ツ
の
：結
：集(

八

一

四)

巴 

里
.結
果

(

八

1
1

九)

、

「

夕
ォ
ル
ム
ス
嚭

_

同
-

年)
)

然
か
名
大

f»
IE
#

iE
i

稱
せ
ら
る
、
者
の
中
に
は
有 

無
の
，間
に

此
非
難
の
聲
を
萍
ら
し

^
P

0

あ
6

、何
ん

i

 

a

れ
ば
、彼

等

自

；

6

ら

法

燈

Q

影

に

匿

れ

巧 、

• ぐ ’つ？。

’ rな ^ ? ' m 々ベ，

て
此
業
を
營
み
し

?

0 :
ぁ
ろ
し
を
以
て
な

6

、殊

3

ム
べ
ル

r

の
f

.

ロ
ベ
ル
ト

「(

一
0

七
ご
は 

^

名
を

N
lm

u
la

riu
s

と
稱
し
、此

業
務
'

に
ょ
6

て
、非

常

な

る

富

を

菩

積
し
、叉
、略
同
.滕

代

に

生
存
せ 

し
同
市
の
僧

「

へ
ル
マ

!

ン」

の
如
き
は
減
に
此
術
に
於
て
：卓
越
せ
る
能
カ
を
發
輝
せ
し
？
者
な 

6

と
す

(

三)

而
し
て
是
等
宗
敎
家
鉍
債
務
土
、摭
當
と

せ

し

名

の
は
^

く
葡
萄
園
、田
地
、及
奴

_

等 

に
し
て
、若
、«

務
、を
履
-
行
せ
次
ぺ
る
？

の
は
#-
週
に
一
日
、ニ

日
.

或
は
三
日
間
を
限

6
 V

勞
役
に
服 

せ
し
め
し
名
の
に
し
て
、當
時

H

 
.
般
民
衆
に

i
 
6
て
危
險
親
せ
ら
れ
し
と
は
、彼
等
が

食

料

品

•の 

S

占
を
な
す
こ
と
に
し

‘て
、之
に
ょ

6

て
、彼
等
攸
獲
得
せ
し
利
益
は
百

「

パ
1

セ

y

ト」

»
至
百
五 

十「

パ
ー
セ
ン
ト

」

に
上
れ

6
、尙
ほ
、寺
院
相
互
の

.
間
に
？
資
金
の
融
通
は
行
は
れ
し
笔
の
な

6
_と 

す
、第
二
、貴
族
或
は
諸
候
に
し
て
金
貸
業
を
營
み
し
は
、以
太
利
最
名
盛
ん
に
し
て

「

力
p
 

y

ン
ガ
‘‘
 

肪
代
に
は
政
府
の
高
宫
、或
は
地
顚
職
に
ぁ
る

3

の
に
し
て
屢
々
此
行
爲
に
出
で
し

$

の
多
く
、
 

殊
に
十
三

11
1:
紀
に
於

<

地
代
の
暴
落

i
、藉
倏
の
發
達

i

は
、彼
等
を
し

y

領
主
的
地
位
を
獲
得 

す
る
機
會
を
見
出
せ
し
む
る
に
至
れ

6
、第
三
は
都
市
に
於
け
る
町
人
の
經
營
に
し
て
、例
^
翳 

婦
と
な

•
允
る
名
の
、
如
き
、或
は
市
政
に
參
與
す
る
名
の
、
如
き
、直
按
、商
業
を
營
ま
^
る
資 

本
家
»

、屢
々
實
際
業
務
に
從
事
す
る
？
の
と
商
事
會
社
を

'組
織
し
、年
々
其
利
益
の
幾
分
を
受

进

四

三

K

族

の

炎

粱

牝

H

七
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r
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シ
、モ
.
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ネ
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^
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M

十
四
®

紀
'Q

初
期
に
於
一 

て
+

八
の
.

會
« '

に
關
^r

し
、̂

間
、大
な
る
科
益

.

を
.

古
fe
'

し
.p̂.

 

_

の：な
.
'
:

o
:

と
、す
■
■

其
■

他
、斯
く
の
命
き
摩 

實
は
雜
也
納
及

「
ズ
レ
ス
ラ
ウ

」

に
於
て

1

吾
人
の
'

見
る
.

處
な
ぅ
と
ず

(

四)

最
後
に

「

ロ
ム
バ
ル

T

ン」

及 

カ
ウ
ウ
ェ
ル
チ
こ
ー

0

爾
者
に
就
き
て
考
察
す
る
に
、獨

.

逸
方
面

^

於
け
る
以
太
利
の
.資
本
的
企 

業
は
分
ち
て

.

ニ
つ
と
な
す
己
と
を

#

、第

〗

は
赌
々
獨
逸
に
來
ろ

y

段
：實
事
業
に
從
事
せ
し
以 

太
利
の
大
食
本
家
階
級

u
し
て
、第
ニ
は
以
太
利
に
於
け
る
中
流
の
資
本
家
級
階
に
し

V
、

多
く 

獨
逸
の
都
市
內
に
定
住
せ
し

名

の

、
而

し•<「

ロ 
,

パ

ル

デ
ン

」

i

r

力
ウ
ウ

H

ル
チ
ご
t

」

と
は
共
に
此
後 

者
に
«

す
m

に
前
者
の
階
級
に
は
羅
馬
シ

n

ナ」

、.
フ'

Q

レ
ン
ス

」「

エ
ス
7」

j
'

ヒ
サ
，」

■ 

■

「

b

ス
ト
ヤ

」

等
.

の
. 

商
人
乏
れ
に
屬
し
、

a :
#

務
は
主
と
し
て
北
方
諸
國
と
羅
馬
本
山
と
の
間

.

に
立
ち
て
、
)t

務
上
の 

媒
介
を
な
せ
し
名
の
な

6

と
す
、叉

「

カ
ウ
ウ
ノ
ル
チ
一
一
ー

」

に
至
ろ
で

.

.

は
、其
名
稱
の
起
源
明

/P

な
ら 

.

ず
、或
は
佛
蘭
西
の
都
市

r

カ
オ

f
ル」

の
轉
訛

i

な
し
、或
は

「

ピ
エ
' 

モン卜

」

の「

力オ
' 

ル
サ」

よ
6

出
で 

し
§

の
i

せ
6

、要
す
る
に
把
以
太
利
に
於
け
る

「

ア
ス
チ

」

及「

テH

ダ
ー」

の
.

商
人
よ

6

成
立
せ

し

名
 

の
に
し
て
、此
兩
者
の
傅
統
及
澳
業
務
の
異
同
に
至

6

て
は
一
、一
一
の
說
ぁ
る
も
、未
だ
充
分
な
る 

解
釋
を

#

^

、而
し

<

彼
等
は
其
後
、南
獨

.

の.
富
豪
欠
る

「

フ
ッ
が
1

」
及「
ウ
-

ル
ザ
ー
,

等
の
：活
動
に
よ
み

て
、獨
逸
の

.

金
融
界
ょ
ろ
靡
逐
せ
ら
れ
し
が
如
し
。

.

(

五)

(
—
0
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七

以
上
、述
ベ
し
處
は
、基
督
敎
徒

.

に
し
て
、金
貸
業
を
營
み
し
者
な
る

&

、彼
：等
に
對
立
し
て
此
業
務 

を
遂
行
せ
し
は
中
世
に
於
け
る
猶
太

.

民
族
な

6

と
す
、魏
に
基
督
敎

0

非
營
利
的
思
想
か
鼓
吹 

せ
ら
る
、
に.及
び
て
、彼
等
の
'意
義
は
重
喪
視
せ
ら
る

V

に
至

4

人
而
し
て
吾
人
は
彼
等
於
金

，
. 

贷
業
を
營
む

u

至
6

し
動
機
を
論
梦
る
に
先
ち

<

、少
し
く
、之
れ
於
根
本
的

®

礎
^
る
資
金
を 

彼
等
は
如
何
に
し

-c

獲
睜
：せ

.

し
や
に
就
き
論
せ
ん
と
欲
す
、而
し
て
此
資
，金
の
性
質
に
至

6

し 

は
今
日
造
確

®

せ
！u

る
$

、其
間
'著
し
き
假
定
說
三
つ
ぁ

6

、第
一
說
は

「

ジッ
.

。へ' 
ル」

の
»

代
說
に
し 

て
、郎
ち
中
世
の
初
期
に
於
け
る

»

太
段
族
ば
獨
逸
民
族
の
所
在
地
に
ぁ

6

y

»
、主
と
し
て
威

:

蓝

:
へ
.'2

^

の企

f
 

•
ヨ少
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主
に
し
て
、彼
等
は
其
地
代
の
蒈
積
と
興
所
有
地
を
他
に
譲
渡
す
に
よ

6

て
、之
れ
於
資
余
を
得 

^

 

A

v

i云
ふ
に
あ
杰

)

第
二
は

「

r
 

A>.ル
ト

J

敎
授
の

V

唱
ふ
る
處
に
じ

V
、

彼
'
等
於
‘古

代

よ
6

有
せ 

し
金
銀
、掘
寶
似
中
世

t

於
て
：其

活

動
.
資
傘
.
の
嫂
素
と

.

な
れ
る

，
.
4

云
.ふ

に

あ
6

(

ニ)

第
三
a

は
是 

等
の
資
金
を
以
て
主
と
し
て
.彼
等

0

商
業
上
の
利
益
よ

6

成
立
せ
：る
名
の
と
な
す
$
の
に
し 

て「

ホ
フ
マ
ー
ン

0

如
き
略
ぼ
此
說
を
代
表
す

(

三)

論
者
、は
第

|

及
第
ニ
を
以
て
副
因
と
な
し
、第 

三
を
以
て
之
れ

'

S

主
栗
な
る
源
因
と
見
做
す

3

の
な
6

と
す
、
3

て
此
資
金
を
以

y

金
貸
業
を 

營
み
し
彼
等

0

動
機
'U

至
6

 V
は
、主
要
な
る

名

の
H

つ
あ
み
、第

一

は

、®

#

财

中

世

寺

院

法

の 

適
用
以
外

'
に
あ
6

て
其
宗
敎
上
に
於
け
る
見
解

デ

基
督
敎

i

異
な
れ
る
點
に
し

y

、卽
ち
彼
等 

の
信
條
に
よ
れ
ば
、自

-Q

の
同
族
よ

6

利
子
を
受
く

.
る
こ
と

»

禁
业
せ
る
名
、然
か

S

異
敎
徒
に 

'對
す
る
場
合
は
之
れ
を
許
せ
立
四

-M

雨

此

盾

の

雨

面

ギ

彼

：等
を
；符6

て
此
事
業
に
赴
か
し
め 

し
第

一

の
動
機
と
な
す
匆
諭
後
世
に
於
て
異
敎
徒
に
對
し

-C

此
の
事
業
を
營
む
こ
と
を
禁
せ 

ん
と
せ
し
こ

i

あ
..

る
3

、斯
く
の
如
き
は
純
然

*

る
偸
理
的
動
機
の
發
作
に
あ
ら
ず
し

V
、

寧
ろ 

基
督
敎
徒

i

接
觸
す
る
結
果
、後
者
の
宗
敎

fc

感
.

染
す
る
を
防
止
せ
ん

i

す
る
に
あ

-c
s

し
^P

の 

な
6

と
す
、第
ニ
は
彼
等
の
社
會
上
に
於
け
る
地
位
の
變
邐

し

.
<
、一
度
、羅
馬
法
の
適
用
範
圓
外

メ' 穴 f ノ ;- トノタ ”  ヮ。 でて-一” 〜 、

* /  V V ゾ ぺ ” 論 ^ 、

に
置
か
れ
し
彼
等
は
、

#

®

中
®'

に
於
け
各

G
a
s
t
f
r
e
&
d
s
c
h
a
f
t
,

に
よ
6

て
-
累
の
侖
豚
を
保
ち
し 

&

、十
字
軍
以
後
、之
れ
が
消
滅
と
共
に
、澌

©

、猶
太
人
追
及
の
運
動
を
生

^

る
^

至
れ
4

運
，動 

把
る
十
二
世
紀
の
中
期
に
あ

6

て
は
、其
前
世
紀

(

一

〇
九

.

六の味方

f

し
町
人
？ 

却
て
彼
等
を
迫
害
す
る
に
至
立
五

)

殊
に

十

=
一
世
紀
中
期
以
後
、彼
等
の
顧
客
於
縣
民
及
手
工
業 

者
に

し

て

、®

撰
消
費
の
费
用
を
提
供
せ
し
乙
と
は
、更
に
此
運
敷
の
範
圍
を
鑛
大
に
す
る
に
皆 

れ
6

、藎
此
運
動
咚
口
ッ
セ
ル

」

が
評
せ
る
如
く

「

中
世
0

«

半
期
に
於
け

る

®

太
人
追
放
は
主

i

し 

て
、債
務
者
财
自
己
に
對
す
る
證
文
を

.

な
く
せ
ん

i

す
る
一
種
、信
用
上
の
恐
怖
な

6
/
(
4

ハ)

に
し

V
、 

換

言

す

れ

ば

偾

、主

に

對

する

债
務
者
の

.
反
抗
、資
本
主
義
に
對
す
る
貧
民
階
級
の
軋
礫
を
意
味 

せ
^
名
の
な

6

と
す
、斯
く
の
如
き
場
合

V

に
あ
6

て
、猶
太
入
於
其
身
の
危
險
を

0

す

る

途

は

，自 

己
の
全
財
産
を
以
て
、王
叉

^

は
諸
侯
の

c/
)

3
<.
. 
p

i

§

と
な
る

t

と
な
6

と
す
、而
し
て
當
脖
の 

諸
侯
は
何
れ
？
財
政
困
難
の
狀
態

1C

あ
ろ
-

し
を
以
て
、彼
等
は
一
面
に
於
て
猶
太
人
を
保
難
す 

る
と
共
に
、又
杧

一

面
に
於
て
出
來
る
丈
け
彼
等
の
企
業
的
能
力
を
利
用
し
て
、益
々
、金
貸
業
を 

な

さ

し

む
に
至
れ

6

W

し
て
此
間

0

、消
息
を
語
る
？
の
は
實
に
當
滕
に
於
け
る
各
國

0

猶
太 

人
に
對
す
る
法
律

31
杧
は
地
方
制
度
に
於
て
、彼
等
财

一

種
の
，

F
i
l
g
l
z
o
b
j
e
k
t

と
見
做
れ
し
こ

五
四
七 

民
族
の
_

化
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す
、換

吉

す

怍

ば

，彼
等
の
，
保

議

者

は

何

滕i

雖
、彼
等
，の
財
度
の
一
部
叉

'fc

は
全
部
を 

寶
却
し
或

a

他
に
讓
渡
す

1
1

を
得
し
名
の
な

A

y
 

i

t
:m

上
.

の
二
：蒸

ょ
6

省
.

凰
.

に
彼
等
に

i

 

6

 y

重
大
な
る
動
機
と
な

6

し
$

の
は
、十

一

、十
ニ
、の.
爾

世

紀

，に

於

て

寶.
金
需
要
の
®
$
大
な 

6

,

し

f
j

と
な
6

と
す
、叢
、十
字
軍
は
明
於
に
之

^

か
.
必
.

要
を
.

促
せ
.

し
ダ
の
に

し
：
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眷
^
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中
世
に
於
け
る
三
種
の
猎
級
杧
る
僧
侣
、貴

.
族
、町
人
に
對
し
て
、

.猶
太
人

tt

常
1C

債
權
者
^
る
の

巧
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地
f

 

f

し

之

y

し

V
、

先
S

侣
S

し
V

I

.

S

I

I

を
摭
當
と
し

<

資
金
を
融
通
せ
し
こ
と

<|
:

ぅ
と
す
、妨
論
、僧
侶
&
、&
>
る
行
爲
に
出
づ
る
こ
と 

は「

力

1

ル」

大
帝
以
來
、嚴
密
に
禁
业
せ
ら
れ
し
處
な
る

3

、然
か
名
實
際
に
於

<

は
、少
し

$

效
興
- 

な
か
.

6

し
/7
>

ば
、千
ニ
百

.

.ニ
十
七
年
の

「

ト
リ
：

」

結
集
は
、其
間
に
多
少

.

の：制
限
を
附
す
る
こ
と
、
 

な
れ
6

、卽
ち
捕
，虜

解

放

，の
：爲
、資

金

を

調

達

せ

次

る

可
/7
>

ら
次
る
如
き
緊

.

#

の-
場
合
芡
杧
は
大

. 

僧
.
芷
、僧
芷
の
如
き
高
位
の
者
の
許
可
あ

6

し
際
の
み
、
®

く
の
如
き
行
爲
に
出
づ
る

t

と
を
許 

せ
ん
，、今
、其1

1

三
の
例
を
擧
ぐ
れ
ば
、千
百
七
年

「

ブ
ラ

J

グJ

の
僧
^

へ

ル

マ

ー

、ご
は「

ベ
I
 

メ
ン

」

の 

ス
ヮ
ト

>

 

ル
ダ」

公
を

「

ハ
ィ

\

リ
ッ
ヒj

五
世
の
手
よ

.
6

受
取
ら
ん
於
爲
、

一

萬
麻
を
要
す
る
結
果
、装 

裟
を
牴

.
當
i

し
て

「

レ
！
グ
ン
ス
ズ
ル
グ

」

の
猶
太
人
よ

6

多
額
の
資
傘
を
偕
受
け

.

杧
6

、叉
、千一一 

百
3£

十
年

「

セ
ブ
ト
ラ
ル
ン

」

£

弟
は

「

オ
ッ
ト
I」

公
に
粗
桃
を
鈉
付
す
る
必
要
よ
ろ
し
て
、#
財
の
幾 

部
分
を
抵
當
と
せ

6

、千
ニ
百
五
十
三
年

「

ミ
へ
ル
ス
ベ
ル
グ

」

の
修
道
院
は
_
#
を
竄
求
む
る
必 

要
上
よ

.c
s

し
v

\

僧
服
を

.

牴

當

と

し

、千

ニ

百

五4
-

五
年

「

。ハ
ゥ

”

V

ツギレ

」

の
修
道
：
.
院
は
大
負
債
の

• 

結
果
と
し
て
、同
匕
く
僧
服
を
抵

.

當
と
し
て
猶
木
人
よ

6

金
.
餞
を
锴
受
け

.

把
6

、其
他

「

せ
..リ
ゲ
ン 

ス
タ
ッ
ト

」

の
修
道
院

(

一
ニ
六
六

'

ヒ
ル
サ
ゥ

.
，の

修

遨

院(
一

ニ
八
四)

、

「

フ
ッ
セ
ン

」

の
修
道
院

(
一

二
八
七)

®
、

:进
四

九
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,
'
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.

- 

”
パ
ぐ
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摄

の

龜

化
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四

猶
太
人
の
贷
與
せ
し
？

0

に
對
し
て
大
に
苦
痛
に
感
せ
し
事
實
は
、明
か
に
雨
者
の
間
に
貸
：借ー
 

關
係
の
存
せ
し

t

を
證
明
せ
る
？
の
に
し
て

、
夂

、
夂
僧
正
、
''
#

JH

よ
6

役

僭

の

徒

に

至

、る
迄
、何
れ 

名
猶
太
人
と
の
間
：に
金
錢
上
の
關
係
を
有
せ
し
者
な

6

と
す

(

c

w

b

て
，
、
貴

，
族

、
諸

■

候
®

猶
太
.
A

 

と
の
貸
偕
關
係
を
見
る
に
其
例
と
し

V

擧
ぐ
可
き
名
の
決
し

<

少
*>

ら
ず

「

ル.
f

ド
ウ
寸
ヒ
、デ
ル

、
 

バ
イ
ヤ

ー」

は「

イ
ベ
ル
リ
ン
ゲ
ン

」

及「

ア
ウ
グ
ス

ブ

ル
グ」

の
猶
太
人
よ

6

余
を
引
出
す
爲
ミ
ユ

V

へ
 

ン
し
市
を
抵
當
と
し
、千
三
百
四
十
三
年

「

ョ

、ノ 

フォイ、
1
-1

ル
ン
ベ
ル
グ

」

は
.
八
十
名
の
猶
太
人

U

對 

し

y

偾
務
者

i

な
6

、千
三
百
四
十
六
年

「
H

パ
I

、ノル
ン
卜
し
伯
の
父
及

「

ウ
ル
リ
ヒ
、プォン、ウ
ル

T

ム
 

X

ル
ヒ」

は「

コ
ル
V

1」

及
r

'y
ユ
レ
ッ
ト
ス
タ
ッ
ト」

の
猶
太
人
を
債
權
者
と
な
し

f

ラ
グ
ニッツ

」

のr

ボ
レ
ス

ヲ 

ク
ス

」

三
世
は
千
三
百
ニ
十
三
年

「

シ
ユ
ワ
イ
ト

1
1
ッッ」

の
猶
太
人
に

「

ニ

ム
ブ

チ」

の
領
地
を
抵
當
と
し 

y

八
千
麻
を
借
愛
け

「

ぐ
イ

y
リ
ッ
ヒ
、
フ
ォ
'<ヤ
ウ
エ
ル

」

は「

ロ 

t

ウ
ェ
ン
，
ベ'
ルク

」

を
抵
當
と
し

y
「

ブ

レ
-

 

ス 

ジ

タ

め

猶

太

人「

ヤ

n

ご

よ
6

百
六
十
麻
を
借
受
け

(
1

三
四

1
)

千

三

百

四

十

八

年

、'水
ル

口」

ニ 

©

は
：.同

市

を「

シ
ユ
ワ
イ
ドn

ッツ」

の
.
猶
太
入

「

イ
.
サ
ー
グ

」
に
抵
當
と
せ
ろ
、而
し

V

是
等
大
小
の
貴
族 

及
諸
候
の
中
に

.

は
、同

一

.

の
®
當
品
を
以

V

數
人
の
債
主
に
流
用
せ
し
^
の
あ
ろ
し
を
以

V
、

中 

に 
'は
、其
奸
策
發
見

.

せ
ら
れ
て
、之
れ

&

貸
出
を
拒
絕
せ
ら
れ
し

名

の
あ
み
、例
へ
ば

「

ブ
ヲ
ウ
ン
シ
ュ

ワ
ィ
ヒ

」

の「

ョ
や
ン

」

の
如
し

(
1

ニ
六
三

)

最
後
に
都
市
及
町
人
對
輯
太

.

.人
の
關
係
を
見
る

f

c
lg
v

 

都
市
に
ぁ

A
ノ

<

、猶
太
人

IC
1*

す
る
課
桃
は
帝
國
の
場
合
と
同

'
.匕
く
、都
市
其
者

.

に
土
6

て
主
要 

な
る
财
源
祀

6

し
？
の
に
し

y

'

斯
く
て
都
市
は
：

1

方
に

は

課
税
に

よ

6
, y

、又
た
一
方
に
は

ff
i

 

等
の
_

體
或
は
一
箇

A

よ
6

E

額
の
資
金
を
借
受
け
、以
て
都
希
經

.
營
の
'

事
業
に
投
せ
し
例
、少 

し
i

せ
^

、郎
ち
千
百
九
十
年

「

シ
ユ
レ
ジ

X

ソ
こ
に
於
け
る

「

ブ
ン
ツ
ラ
ウ

」

の
住
民
は
其
市
の
城
壁
を
築 

造
す
る
爲
め
、之
れ
财
費
用
を
猶
太
人
に
仰
ぎ
し

^

如
*

、千
二
百
九
十
年

「

本
ル
ザ
ス

0.「

シ
r

ル
 

ハ
ウ
ゼ
ン

*

が
.
一
猶
太
人

「

サ
ル

>

 

1

ン
t

 

二
百
麻
の
債
務
：を
有
せ
し
、

S

如
き

「

サ
ラ
チ

H

ル̂

前 

後
三
同
に
瓦

6

.

て
興
資
金
を

「

口
ス
ト
ッ
グ

」

市
に
貸
與

.

せ
し

&

如
き

(

一

ニ

八

三

三

。

ひ
麻
二 

二
八 

四
四
.

〇
0

麻
、ー
ニ
八
六
五
〇
〇
麻

)

千
三
.

百
.
七
年

「

ミ
ノ
ン
へ
ン

」

市
^

ア
ウ
ダ
ス
ズ
ル
ダ

」

に
於
け
る 

ニ
名
の
猶
太
人
に
七
百
五
十

「

プ

\

卜」

を
^

受

け

し

，
如
き
、又̂

ア
ウ
グ
ス
ゾ
ル
グ

」

が
猶
太
人 

に
對
し
て

.
過
大
の

.
債
務
を
有
せ
し
結
果
、千
三
百
四
十

一

年
に
は
市
民
よ

.
6

强
迫
的
に
公
債
を 

募
集
し

<

之
れ
が
辨
償
を
な
せ
し
、

S

如
き
、其
他

「
H

ス
”

ン
ダ
ン

」

讀
.
ィ
ベ
ル
リ
ン
グ

」

の
猶
太
.人

ニ.
三

1

四)「

マ.
ィ

'

\

ッ」

»
■
ス
-ト

ヲ

X

ブ
ル
グ

」

、
バ
i

^

ル」

、r

ス
バ

ィ

ヤ

J
、r
ウ

.オ
ル
ム
ス

」

の
猶
太

.

人
ニ
三
三
五

/
_

「

テ
ユ
ー
リ
ヒ

©
|

ン
ャ
ア
ハ
ウ
ゼ
ン

」

の
猶
太
人
、ニ
三
四
三

r

ハ
ゲ
ナ
ウ

」

對

「

ス
ト
ラ
.ス

逬

泜

.

段族
H

.

ン

，

—
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化
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’
四六

ブ
ル
グ

」
Q

猶
太
み
一
三
四
七

)

等
敉
擧
に
隙
あ
ら
ず
'術
ほ
是
等
の
例
證
に
對
す
る
史
料
に
對
し 

V

は「

ホ
プ
マ
ー

5

に
静
か
な
る
を

.

以

y

此
處
に
は
略
ず
。

丨

7

 

.

中
世
に
於
け
る

*

太
人
の
團
體

K

宗
敎
的
随
集

1C

し
て
•

只

ぎ

當

脬

の

宗

.敎

は

民

郝

雨

方

面

の 

法
律
と
內
部
的
關
係
を
有
せ
し
結
果
と
し
て
、自

■
が
ら
麵
髒
は
其
の
所
屬
者
に
對
し
て
、法
律
上
、
 

之
れ
を
主
裁
者

^

る
*

能
を
發
揮
せ

し

名

の
な
6

と
す
、而
し

<

金
贷
業
，の
最
名
盛
大
な
，

0

し 

時
代
に

*

6

 y

炎
各
團

_

»

の
各
員
の
悉
皆
が
此
事

*

を
營

み

し

？

の
：に

あ

ら

梦

、
#

ん
と
な

. 

れ
ぱ
波
等
の

.

中
に
は
其

'

颇
.體
が
日
常
生

.
活
上
必
要
な

6

し
手
エ
業

.
に
從
»

.

せ
_

し
ぢ

の
あ
々
し 

と
共
に
、又

fc1

方

U

は
全
 

<

 

金
：錢
上
の
念
よ

6

遠

f

て
.
尊

心

猶

太

.法

の

旃

究

亡

沒

頭

せ

し 

名
の
少

&

ら
ず
、故
に
.

中
.

世
に
於
け
る
猶
太
人
の
團
體
は
絕
對

.

的
に
金
«
業
者
の
經
濟
的
組
合 

i

.

稱
す
る
を
得
岁
、只
だ
§

集

 

'が
比
較
的
、彼
等

.
に
よ
6

て
重
要
視
せ
ち
作
し
所
以
は
、彼
等
の 

經
濟
上
に
於
け
る
滅

C

が
同
脖
に
俅
等

0

社
會
的
減

G

な

る

を

意

味

：せ

し

に

よ6

し

7
9

 

Q

な

し * ' V 4 ^

/

9

,と
す
、藍
、團
體
其
者
の
鈉
桃
カ
を
出
來
る
丈
け
翠
固

■

な
ら
し

.
む
る

t 
i

ri

彼

等

が

全

.力

ど

擧 

げ

V

務
め
し
處
に
し
て
、之
れ
ー
爲
め
に
多
大
の
犧
牲
を

15

ふ
$

辭
.

せ
^

る
處
な

6

き
、例
者
、或 

團
體
に
屬
す
る

一

ニ
の
富
豪
に
對
し

y

 

E

額
の
鈉
付
金

&

'

强
迫
的
に
命

#

,

ら
れ
し
際
に

1

 

團
體
.
に
_

す
る
者
は
悉
く
之
れ
を
負
檐
せ
し
を
常
と
す
、何

i

な
れ
ば
其
部

#

ic

あ
6

 V

大
な
. 

る
鈉
税
能
力
を
有
す
る
？
の
を
弱
く
す
る

t
 

i

は
、全
團

.：體
の

«

害
を
譲
す

.
：を
以
て
な

6

、斯
く 

て
皇
帝
、諸
侯
、都
市
の
誅
求
に
對
し
て
、絕
え
ず
自
己
の

0

税
カ
を
涧
乾

.
せ
し
め
次
る

.
爲
に
は
、出 

來
る
丈
、他
に
經
濟
上

:0

財
源
を
求
め
次
る
可
か
ら
ず
、

aj

ち
彼
等
に

i

6

 y

金
贷
業
な
る
？
の
 

は
、基
督
敎
徒
に
よ

6

て
奪
は
れ

^

る
資
金
を
苒
び
彼
等
の
懷
中
に
復
歸
せ
し

.
め
し
方
法

.
な
6

 

と
す
'

而
し
<

此
方
法
杧

’

る
當
滕
に
あ

6

 V

は
極
め
て
發
達
せ
る
に
し
て
、
大組合と

0

せ 

ら
る
、
名
の
は
多
き
は
十
人
、少
く

'

^P

三

人

の

役

寶

者

，よ
6

成
立
し

《

其
繼
擊
滕
期
は
多
く
一

 

部 

內
外
fc

し
て
、叉
肪
に
將
定
の
金
融
市
埸
に
於
け
る

'

開
設
辟
期

U

限
ら
れ
し
こ
と
あ

i

w

ほ
組

合
の
組
織
に
就
き
<
.は
専
ら
赏
務
の
任
に
！

S

る
小
資
本
家
と
、只
だ
資
傘
の
み
を
投
せ
る
大
資

:

,

.

 

.

.

 

•

■

.

 
•

本
家
よ

6

成
6

、其
利
益
は
折
半
せ
ら
れ
し
名
の

な

ろ

£

す

、其
#

各
都
市
に
.於
け
る
猶
太
人
間 

に
相

J /
；

の
競
爭
を
禁

b

ft

る
如
き

、遠
隔
の
地
に
於
け
る
支
娜
を
便
，に
す
る
爲
め
、

® :

ら
手
形

の
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方
法
を
用
ひ
把

る
が
如
き
、

殊
に
斯
く
の

如
き

組
合
の
變
體

i

し
<

、屢
々

S

督
敎
徒
拟
其
の
宗 

法
を
破

6

ズ

此
組
合

に

加
入
'
せ

し

名

の
あ
6

し
C

と
は
、獨
、燠
爾
國
古
文
書

0

脊
人

に

ボ
す
處 

に
し
て
、例
者
、猶
太
人

「

テ
力

u

ュス」

は

千

ニ
W

コ
|

十
五
年
、
_

'

也
轴
の

»

人
4

共
同
事

^

を
罃
み
、千 

三
百
四
十
五
年
、猶太
人

「

ダ-

エ

ル」

及「

ィ
サ

J
グ」

の
爾
名
は

「
n

ブ
レ
ン
ツ

」

のr

ゲ

.ル

パ
レトし

i
フフ
 

ィ

ど

關

税

を

牴

，，當

と

す

る

出

資

事

業を

な
せ
し
が

如

し(

一)

然
れ
ど
名
之
れ

只

だ

變

體

の

：_i

 

本
色
に

M

 

A

,.て

は
依
然
と

し
て
自
己
の
生
存
を
全
ふ

.
'せ
ん
.
と
す
る

本
能
の
發
現
杧

6

。

之
を

0

f

る
に
猶
太
人
於
金
錢
に
對
す
る
狂
熱
的
態
度
は
一
方
，に
於
ズ
彼
等
舣
此
者
の
魔
力 

を
認
め
し

i

共
に
、自
已

0

生
存
を
全

.

す
る
救
世
主
は
只
此
者
の

み

i
信
せ
し
を
以
て

な
ろ

#

 

と
な
れ
ば
、當
滕
に
あ

6

て
、只
金
錢
の
み
が
、彼
等
を
壓
追
者
の
手
ょ

6

救
出
，す

の

カ

を

有
>

せ
し
. 

を
以
て
な
み
、彼
の
十

1

il
l

:

紀
に
於
け

^

猶
太
人
迫
害
の

.

間
1C

、悲
慘
な
る
運
命

t

.遭

遇

せ

し一 

「

ラ
ビ
ー

」

の
言
に

®

督
敎
徒
は

#

力
象
な

6

、只
此
暴
カ
を
觚

.す
る
者
は
一
に

「

金
錢

」

の
み

」

と
。

(

ニ) 

此
語
の

.

中
に
中
仳
に
於
け
，る
猶
太
人
の
悲
し
む
可
き
運
命
は
存
せ
ヂ
や

。
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富

.

萬
國
社
會
保
險
會
議

^

就

て

.

杉

■
琢

磨

所
爾
勞
働
問
題
は
今
や
文
明
諸
國
に
通
有
の
問
題
に
し 

y
、

近
脖
之
财
解
決
若
く
は
研
究
を
目
的
と
す
る
所
の 

各
種
の
萬
國
會
議
開
催
せ
ら
れ
又
常
設
s

ff

究
機
關
i

 

し

y

國
際
的
協
會
若
く
は
學
會
の
設
立
せ
ら
る
、
$
の 

少
か
ら
梦
、
而
し
て
此
等
の
國
際
的
協
會
中
其
®

源
最
' 

古
く
且
其
活
動
の
最
盛
な
る
名
の
は
、
勞
働
者
保
謨
に 

關
す
石1

般
的
問
題
の
研
究
及
其
國
際
的
解
決
を
.目
的
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る
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萬
國
勞
働
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